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福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
の
運
営
に
あ
た
り
、
平
素
よ
り
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
森
林
は
、
生
命
の
営
み
の
最
も
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
未
来
か
ら
の

借
り
物
だ
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
森
林
林
業
を
取
り
巻
く
現
状
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
適
正
な
管
理
・
経
営
が
行
わ
れ
な
い
森
林
が
増
加
す
る
こ
と
で
山
の

循
環
が
滞
り
、
人
工
林
の
構
成
は
、
著
し
く
高
齢
級
に
偏
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
森
林
組
合
系
統
で
は
、
新
系
統
運
動
『
森
林
・
林
業
・
山
村
未
来
創
造

運
動
～
次
代
へ
森
を
活
か
し
て
地
域
を
創
る
～
』
に
お
い
て
、
主
伐
に
対
す
る
確
実
な
再

造
林
を
行
い
、
次
代
に
向
け
、
森
林
の
若
返
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
国
の
平
成
二
九
年
度
税
制
改
正
大
綱
で
は
、
十
年
以
上
に
わ
た
る
我
々
の
悲
願

で
あ
る
森
林
吸
収
源
対
策
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
「
市
町
村
が
主
体
の
森
林
整
備
等
に
必

要
な
財
源
に
充
る
た
め
、
森
林
環
境
税
の
創
設
に
向
け
て
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
平
成
三
〇
年
度
税
制
改
正
で
結
論
を
得
る
」
と
の
枠
組
み
が
明
記
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
福
島
原
発
事
故
か
ら
六
年
が
過
ぎ
、
未
だ
に
多
く

の
組
合
員
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
大
変
な
ご
苦
労
、
ご
心
労
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
着
実
に
復
興
へ
の
歩
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
林
業
・
木
材
産
業
は
、
直
接
関
連
産
業
に
従
事
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
県

民
の
生
活
に
密
接
に
関
連
し
た
営
み
で
あ
る
と
と
も
に
地
域
の
振
興
や
自
然
環
境
の
保
全

の
観
点
な
ど
、
多
面
に
わ
た
る
役
割
と
広
が
り
を
持
っ
た
分
野
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
、
県

民
の
期
待
も
大
き
く
、
こ
れ
に
応
え
う
る
森
林
林
業
・
木
材
産
業
の
実
現
の
た
め
、
連
合

会
は
関
係
者
の
皆
様
と
協
力
、
連
携
し
な
が
ら
意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
考
え

で
す
。

　

来
年
春
に
は
、
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
が
南
相
馬
市
の
海
岸
防
災
林
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
全
国
植
樹
祭
の
開
催
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
本
県
の
森
林
・
林
業
の
再
興

を
も
た
ら
す
大
き
な
契
機
と
な
る
も
の
と
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

当
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
県
内
森
林
組
合
と
手
を
携
え
て
、
本
県
林
業
の
再
興
、

発
展
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福島県森林組合連合会　　　　　　　　
代表理事会長　秋　元　公　夫

本県の林業の再興、
発展に向けて
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第 69 回全国植樹祭大会１年前記念イベント開催報告 
 

第 69 回全国植樹祭福島県実行委員会事務局 
（福島県農林水産部全国植樹祭推進室） 

 
 
 平成２９年６月１１日に、来年春に南相馬市で開催する全国植樹祭の大会１年前を記念したイ
ベントを「霊山こどもの村」で開催しました。当日は、約 2,000 名の参加をいただき、下記のイ

ベントを中心に大いに盛り上がり、本大会開催の気運を高めることができました。 
 
◇全国植樹祭「木製地球儀」のお披露目◇ 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
◇参加者による記念植樹◇ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇緑の少年団表彰式◇ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
◇全国植樹祭バージョンのキビタンのお披露目◇ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇体験・展示コーナー◇ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 全国植樹祭バージョンのキビタンを県内初お披露目しま

した。緑の少年団をイメージした衣装をまとったキビタン

は、子供たちに大人気で、会場を賑わせてくれました。 
 全国植樹祭バージョンのキビタンは、今後もイベントなど

に参加して、全国植樹祭を PR していきます。 

 緑の少年団の表彰式では、知事賞を受賞した会津若松市立

大戸小学校緑の少年団が、代表で知事から賞状等を授与され、

活動発表を行いました。 
 また、南相馬市立大甕緑の少年団が全国植樹祭への想いを

発表しました。 

代表者記念植樹では、三春町立中郷小学校の児童が、自ら

採取した種から育てた三春滝ザクラの苗木を植樹しました。

一般参加者記念植樹では、今年の全国植樹祭開催県である

富山県から提供を受けた苗木や、県内の小学校などで育てた

スクールステイ苗木、約 1,050 本を植樹しました。 

全国植樹祭のシンボルとして開催県に代々引き継がれ、

第６８回全国植樹祭富山県大会において引継ぎを受けた

「木製地球儀」を、今回の式典の中でお披露目しました。 
 この「木製地球儀」は、今後県内５９の全市町村を巡回

する予定です。 

 チェーンソーアートの実演や、葉っぱスタンプエコバッグ

作り、丸太切り体験、森林のアロマ体験、木工工作体験、木

製プランター製作など、森林・林業にちなんだ多数のブース

が出店され、多くのみなさまにご来場いただきました。 

（福島県農林水産部全国植樹祭推進室内）

　平成２９年６月１１日に、来年春に南相馬市で開催する全国植樹祭の大会１年前を記念したイ
ベントを伊達市「霊山こどもの村」で開催しました。当日は、約2,000名の参加をいただき、下
記のイベントを中心に大いに盛り上がり、本大会開催の気運を高めることができました。

します。

　また、南相馬市の大甕緑の少年団が全国植樹祭への想いを
発表しました。

　全国植樹祭バージョンのキビタンをお披露目しました。緑
の少年団をイメージした衣装をまとったキビタンは、子供た
ちに大人気で、会場を賑わせてくれました。
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　５月23日（火）、郡山市「ビッグパレットふくしま」において、「平成29年度　第38回福島県緑の少年団活動実績
発表大会」を開催しました。
　本大会は、新緑が映えるこの時期（５月）に毎年開催しています。
　今回、９団の緑の少年団が参加し、発表では７団の各少年団の代表（団長、副団長等）が昨年度１年間取り組ん
できた学習活動、奉仕活動、レクリエーション活動について発表しました。

審査結果（参加団含む）
　審査結果は次のとおりです。

　審査講評のなかで、審査委員長の県教育庁社会教育課主幹の渋川卓也氏は、「森づくりの活動をとおして緑を愛し、
緑を守って、心を養うという大きな目標をもって集まり、その活動の発表として素晴らしいものを見させていただ
きました。」「緑を育てることには色々な意味があるが、その中の一つに生きていくうえでとても大切な酸素をつく
るという役目があり、今だけでなく未来の地球に届ける素晴らしい活動だと思います。」と話されました。
　県知事賞を受賞した会津若松市立大戸小学校緑の少年団の宗像陸大団長（５年生）、小林瑛寿副団長（５年生）は

「花壇から生まれるつながりをもっともっと広げていくのが目標であり、花と緑を大切にする活動を広げていきた
い」と誓いました。
　表彰式は、６月11日（日）開催の第69回全国植樹祭　大会１年前記念イベントの中で行われた第43回福島県緑の
少年団大会（霊山こどもの村：伊達市霊山町）の席上で行いました。

会津若松市立川南小学校「ホタルの里」緑の少年団大会風景 田村市立緑小学校みどりの少年団会津若松市立大戸小学校緑の少年団

日　時　　平成29年５月23日（火）
場　所　　ビッグパレットふくしま　４階　プレゼンテーションルーム
主　催　　福島県緑の少年団育成協議会　（公社）福島県森林・林業・緑化協会
後　援　　福島県　福島県教育委員会　関東森林管理局

福島県知事賞 �
会津若松市立大戸小学校緑の少年団／
会津若松市立大戸小学校

福島県教育委員会教育委員長賞 �
会津若松市立川南小学校「ホタルの里」緑の少年団／
会津若松市立川南小学校

関東森林管理局長賞 �
田村市立緑小学校みどりの少年団／田村市立緑小学校

福島県緑の少年団育成協議会長賞 �
猪苗代町立緑小学校緑の少年団／猪苗代町立緑小学校

奨励賞 �
会津若松市立謹教小学校緑の少年団／
会津若松市立謹教小学校
大
おお

甕
みか

緑の少年団／南相馬市立大甕小学校
小野田小学校緑の少年団／白河市立小野田小学校

その他参加団（発表なし） �
飯豊小学校緑の少年団／小野町立飯豊小学校
中郷小学校緑の少年団／三春町立中郷小学校

公益社団法人 福島県森林・林業・緑化協会 緑化推進局

平成29年度　第38回
福島県緑の少年団活動実績発表大会
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　平成29年６月11日（日）、霊山こどもの村（伊達市）において、第43回福島県緑の少年団大会を福島県
緑の少年団育成協議会、（公社）福島県森林・林業・緑化協会の主催、福島県、福島県教育委員会、関東
森林管理局、伊達市の後援により開催しました。
　今回は、来年、第69回全国植樹祭が本県で開催されることから、福島県実行委員会が行う「大会１年
前記念イベント」の中に緑の少年団大会の表彰や活動発表を盛り込む合同方式で開催しました。
　現在、県内には112団（うち17団休止中）、5,551名の緑の少年団が結成されており、県内各地において、
学習活動・地域の皆さんと一緒になっての奉仕活動・レクリエーション活動などを積極的に行っており
ます。緑の少年団大会は、県内の緑の少年団が一堂に会し、自然の中での学習などを通じてお互いに交
流を深め、緑を愛する豊かな人間性を持つ、健康で明るい社会人になって欲しいという願いを込めて毎
年開催しています。
　今大会の参加者は、県内の緑の少年団員、先生、保護者など13団体、258名、関係者も含めると全体で
約300名の参加となりました。（記念イベントも合わせると約2,000名）
　緑の少年団表彰式では、今年５月に開催した緑の少年団活動実績発表大会の表彰を行い、受賞団を代
表して内堀知事より会津若松市立大戸小学校緑の少年団の宗像陸大団長と小林瑛寿副団長に賞状と盾が
授与され、福島県知事賞を受彰した二人は、これまでの活動について大勢の参加者に見守られるなか堂々
と大きな声で発表しました。
　全国植樹祭への想いの発表では、開催地である南相馬市が地元、大甕（おおみか）緑の少年団の江上
颯人さんと齋藤絃音さんが、「震災を乗り越え、未来に向けて共に頑張っていこう」という力強い言葉で
全国植樹祭への想いを述べました。
　式典終了後は、植樹会場へ移動し、森林（もり）とのきずなづくり植樹リレー、代表者記念植樹、記
念撮影、一般参加者記念植樹を行いました。
　植樹リレーでは、内堀知事と当協会の齋藤卓夫会長から今回の植樹地の仁志田市長へ木製プレートと
バトンが引き継がれ、2017ミス日本「みどりの女神」野中葵さんが伊達市に木ピンを挿しました。
　代表者記念植樹では、中郷小学校の児童らが種から育てた「三春の滝ザクラ」の苗木を植樹しました。

（中郷小学校緑の少年団、石田みどりの少年団、大甕緑の少年団の３団が植樹に参加）
　一般参加者記念植樹では、緑の少年団をはじめイベント参加者一人一人が、スクールステイで育てら
れた苗木や、ヤマザクラ、イロハモミジ等の苗木、約1,050本を大会スタッフの植樹指導を受けながら丁
寧に植樹しました。
　昼食をはさんで、午後の活動は、こどもの村内に設けられた地域の魅力発信コーナーや体験コーナー
で木工工作体験や葉っぱスタンプエコバッグづくり、丸太切り体験＆木メダルづくりなどに各々参加し、
一生懸命に取り組みました。
　その他にも、ステージアトラクションの霊山太鼓、相馬流山踊り、みどりの女神トークショー、厚切
りジェイソンなどのお笑いステージを観覧するなどして楽しみました。
　今大会は、今年４月に新規結団した中郷小学校緑の少年団の参加をはじめ、例年より参加団員数が増
えました。来年に開催する全国植樹祭に向けて、今後ともより一層緑の少年団活動を盛り上げていくた
めに、緑の少年団大会や交流集会などの校外活動への参加や、それぞれの地域と連携した活動の働きか
けを強化してまいります。

全国植樹祭への想い発表 記念植樹知事賞の授与（大戸小学校緑の少年団）

第43回福島県緑の少年団大会
～第69回全国植樹祭　大会１年前記念イベント～

公益社団法人 福島県森林・林業・緑化協会 緑化推進局

式典会場の様子
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る
ゴ
ル
フ
ァ
ー
十
八
名
、
大お

お

甕み
か

緑
の
少
年

団
三
七
名
な
ど
八
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
植
樹
活
動
式
典
で
は
、
主
催

者
で
あ
る
促
進
会
の
大
西
理
事
長
が
「
緑

化
を
通
じ
て
福
島
県
の
復
興
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
横
田
真
一
さ

ん
か
ら
大
甕
緑
の
少
年
団
へ
木
製
貯
金
箱

の
贈
呈
が
あ
り
、
代
表
記
念
植
樹
・
標
示

版
の
設
置
を
行
っ
た
の
ち
全
員
で
抵
抗
性

ク
ロ
マ
ツ
五
〇
〇
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
、
大
人
が

穴
を
ほ
り
、
子
供
た
ち
が
一
本
一
本
心
を

込
め
て
、
丁
寧
に
植
え
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
鹿
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
へ
移
動
し
て
横
田
真
一
さ
ん
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ル

フ
ァ
ー
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
で
ボ
ー
ル
を

　

公
益
社
団
法
人
ゴ
ル
フ
緑
化
促
進
会

（
大
西
久
光
理
事
長
。
以
下
「
促
進
会
」

と
い
う
。）
は
、
ゴ
ル
フ
関
係
者
の
協
力

連
携
に
よ
り
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の

ゴ
ル
フ
の
健
全
な
発
展
を
通
じ
て
、
国
民

生
活
を
と
り
ま
く
環
境
の
緑
化
推
進
及
び

自
然
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
に
設
立
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
全
国
各
地
で
植
樹
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
般
、
全
国
植
樹
祭
の
開
催
を
来
年
に

控
え
た
本
県
で
促
進
会
主
催
に
よ
る
植
樹

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。

「
ゴ
ル
フ
ァ
ー
未
来
の
森
づ
く
り
」

　

平
成
二
九
年
五
月
二
一
日
（
日
）、
南

相
馬
市
原
町
区
雫
地
内
全
国
植
樹

祭
支
援
の
森
に
お
い
て
、
ゴ
ル
フ

関
係
者
や
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

と
「
ゴ
ル
フ
ァ
ー
未
来
の
森
づ
く

り
」
植
樹
活
動
を
実
施
し
、
併
せ

て
「
森
林
（
も
り
）
と
の
き
ず
な

づ
く
り
植
樹
リ
レ
ー
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の

横
田
真
一
さ
ん
、
県
内
公
募
に
よ

打
っ
て
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
が
実

施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
ゴ
ル
フ
体
験
な
ど
の
楽

し
い
講
義
を
受
け
た
後
、
実
際
の
グ
リ
ー
ン

で
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
カ
ッ

プ
イ
ン
で
賞
品
を
獲
得
す
る
と
歓
声
を
あ

げ
、
日
頃
な
じ
み
の
な
い
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

「
復
興
支
援
・
さ
く
ら
の
森
づ
く
り
」

　

促
進
会
は
、
平
成
二
五
年
度
か
ら
震
災

復
興
支
援
事
業
の
一
つ
と
し
て
被
災
三
県

（
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
）
で
さ
く

ら
の
公
園
を
造
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
の
事
業
と
し
て
、
平
成
二
九
年

六
月
十
一
日
（
日
）、
第
六
九
回
全
国
植

樹
祭
実
行
委
員
会
が
伊
達
市
「
霊
山
こ
ど

も
の
村
」
に
お
い
て
開
催
し
た
大
会
一
年

前
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
「
復
興
支

援
・
さ
く
ら
の
森
づ
く
り
」
植
樹
活
動
を

実
施
し
、
併
せ
て
「
森
林
（
も
り
）
と
の

き
ず
な
づ
く
り
植
樹
リ
レ
ー
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
富
岡
町
関
係
者
六

名
、
地
元
石
田
み
ど
り
の
少
年
団

関
係
者
三
九
名
、
森
林
土
木
建
設

業
協
会
県
北
支
部
二
〇
名
な
ど
八

九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

植
樹
活
動
式
典
で
は
、
主
催
者

で
あ
る
促
進
会
の
大
西
理
事
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
富
岡
町
が
復
興

支
援
の
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
全
国
各
地

へ
贈
っ
て
い
る
「
富
岡
町
・
夜
の
森
さ
く

ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
苗
木
」
が
促
進
会
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
促
進
会
か
ら
一
般
社
団
法
人

り
ょ
う
ぜ
ん
振
興
公
社
へ
「
霊
山
こ
ど
も

の
村
」
で
利
用
す
る
木
製
積
み
木
五
セ
ッ

ト
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
代
表
記
念
植

樹
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

活
動
を
休
止
し
て
い
る
富
岡
第
一
小
学
校

緑
の
少
年
団
を
代
表
し
て
原
田
蒼
史
君
も

参
加
を
い
た
だ
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
贈
ら
れ
た
夜
ノ
森
さ
く
ら

一
〇
〇
本
を
「
霊
山
こ
ど
も
の
村
」
敷
地

内
に
さ
く
ら
の
公
園
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
植
樹
し
ま
し
た
。
苗
木
は
一
・
五

㍍
ほ
ど
で
大
き
く
、
山
地
植
栽
で
あ
っ
た

た
め
、
大
き
な
植
栽
穴
を
掘
る
の
は
大
変

で
し
た
が
、
森
林
土
木
建
設
業
協
会
県
北

支
部
の
力
強
い
協
力
も
あ
り
、
参
加
者

は
、
富
岡
町
の
夜
ノ
森
に
あ
る
桜
の
よ
う

に
き
れ
い
に
咲
く
こ
と
を
願
い
丁
寧
に
植

樹
し
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人 

ゴ
ル
フ
緑
化
促
進
会
に
よ
る
植
樹
活
動

公
益
社
団
法
人 

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会 

緑
化
推
進
局

プロゴルファー横田真一さんとの交流会

植樹活動

代表者記念植樹・標示板の設置

夜の森さくら寄贈
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お野立所と天皇・皇后両陛下のお手植え木

全国植樹祭式典会場の富山のスギ材

第68回全国植樹祭式典

○
第
四
六
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会

　

平
成
二
九
年
五
月
二
七
日
（
土
）
富
山

県
黒
部
市
宇
奈
月
温
泉
に
お
い
て
第
四
六

回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
林
業
後
継
者
が
か・

が・

や・

く・

こ
と

で
、
豊
か
な
森
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
よ
う
」
を
基
本
理

念
と
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
黒
部
市
宇
奈
月
国
際
会

館
セ
レ
ナ
で
は
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た

後
、
富
山
県
内
の
五
つ
の
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
が
「
と
や
ま
の
森
・
人
・
ふ
る
さ

と
自
慢
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

富
山
の
ス
ギ
と
い
え
ば
「
ボ
カ
ス
ギ
」

が
昔
か
ら
有
名
で
す
が
、
長
所
も
短
所
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
材
を
現
在
の

建
築
材
と
し
て
い
か
に
活
用
し
て
い
く

か
、そ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
富
山
県
が
力
を
入
れ
て
い
る
無
花

粉
ス
ギ
の
「
立
山
森
の
輝
き
」
の
苗
木
生

産
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
森
林

の
境
界
管
理
の
取
り
組
み
、
若
い
林
業
経

営
者
が
新
た
な
観
点
に
立
っ
た
担
い
手
育

成
へ
の
挑
戦
、
茅
葺
き
屋
根
の
文
化
財
を

保
護
す
る
地
域
の
人
々
の
活
動
な
ど
を
、

熱
い
思
い
と
と

も
に
紹
介
し
ま

し
た
。
最
後
は
、

「
ど
う
で
す
、
す

ご
い
で
し
ょ
う
。」

と
い
う
言
葉
で

締
め
く
く
り
、

自
信
と
誇
り
が

感
じ
ら
れ
る
も

の
で
し
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
も
各

発
表
者
か
ら
活
動
の
苦
労
、
楽
し
さ
、
魅

力
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
ま
た
、
富
山
県
内

の
森
林
組
合
で
作
業
員
と
し
て
働
き
、
コ

ン
サ
ー
ト
活
動
や
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
も
し
て

い
る
Ｗ
Ｃ
カ
ラ
ス
氏
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
、
森
林
作
業
の
魅
力
に
つ
い
て

の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
典
で
は
、
第
四
七
回
全
国
林
業

後
継
者
大
会
福
島
県
実
行
委
員
会
の
豊
田

会
長
が
、
来
年
の
福
島
県
開
催
に
向
け
て

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
富
山
県
に
負
け
な

い
よ
う
な
熱
い
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
大
会
に
し
よ
う
と
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

○
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭

　

翌
日
五
月
二
八
日
（
日
）
に
は
、
富
山

県
魚
津
市
魚
津
桃
山
運
動
公
園
で
第
六
八

回
全
国
植
樹
祭
が
、「
か
が
や
い
て　

水
・

空
・
緑
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
大
会
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
立
山
連
峰
か
ら
富

山
湾
ま
で
の
雄
大
な
自
然
の
な
か
で
森
づ

く
り
と
海
づ
く
り
を
一
体
的
に
と
ら
え
、

豊
か
な
自
然
を
守
り
育
て
る
県
民
の
実
践

活
動
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、
基
本
方

針
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席
な
さ
る

「
お
野
立
所
」
や
特
別
招
待
席
に
は
、
富

山
県
の
ス
ギ
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
富

山
の
自
然
が
作
り
出
し
た
木
材
を
大
い
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
心
と
も
言
え
る
植
樹
行
事
で

は
、
天
皇
陛
下
が
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
の
無
花

粉
ス
ギ
「
立
山
森
の
輝
き
」
と
コ
シ
ノ
ヒ

ガ
ン
、ヒ
メ
コ
マ
ツ
を
お
手
植
え
な
さ
れ
、

皇
后
陛
下
が
コ
シ
ノ
フ
ユ
ザ
ク
ラ
、
キ
タ

コ
ブ
シ
、
ホ
オ
ノ
キ
を
お
手
植
え
な
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
天
皇
陛
下
が
エ
ド
ヒ
ガ

ン
と
タ
ブ
ノ
キ
、
皇
后
陛
下
が
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
と
マ
ル
バ
マ
ン
サ
ク
の
お
手
蒔
き
を
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
長
野
県
か
ら
始
ま
っ

た
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
エ
ノ
キ
リ

レ
ー
（
皇
居
内
で
採
取
し
た
種
か
ら
育
て

た
エ
ノ
キ
の
苗
）
で
、
富
山
県
か
ら
福
島

県
に
エ
ノ
キ
の
苗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

苗
木
は
、
平
成
三
〇
年
に
福
島
県
で
開
催

さ
れ
る
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
で
植
樹
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

い
よ
い
よ
来
年
は
、
第
六
九
回
全
国
植

樹
祭
が
福
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催

に
向
け
て
県
内
で
は
、「
森
林
（
も
り
）

と
の
き
ず
な
づ
く
り
植
樹
リ
レ
ー
」
な
ど

様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国

植
樹
祭
の
開
催
に
よ
り
、
よ
り
一
層
緑
化

意
識
が
高
揚
す
る
よ
う
気
運
の
醸
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

活動発表者によるトークセッション（全国林業後継者大会）

富
山
県
の
森
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・
ふ
る
さ
と
づ
く
り

（
第
四
六
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
・
第
六
八
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
）

公
益
社
団
法
人 

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
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平
成
二
九
年
六
月
九
日
（
金
）、
当
協

会
の
通
常
総
会
を
開
催
し
、
席
上
、
優
良

森
林
土
木
工
事
（
沿
山
事
業
の
部
及
び
林

道
事
業
の
部
）
及
び
優
秀
工
事
監
督
者
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
、
表
彰
は
、
工
事
施
工
者
の
技
術

の
向
上
と
工
事
の
完
全
施
行
の
確
保
を
図

る
こ
と
に
加
え
、
森
林
土
木
技
術
者
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
表
彰
を
通
じ
て
、
日

常
生
活
で
は
県
民
の
目
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
い
山
間
地
で
の
工
事
を
広
く
公
表
す

る
こ
と
で
、
県
民
へ
の
森
林
が
有
す
る
多

面
的
機
能
の
認
識
に
も
繋
が
る
こ
と
か

ら
、
毎
年
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
平
成
二
八
年
度
の
施
工
に

係
る
森
林
土
木
工
事
で
、
地
方
林
業
協
会

等
か
ら
推
薦
が
あ
っ
た
工
事
を
対
象
に
、

県
及
び
当
協
会
で
構
成
す
る
表
彰
審
査
会

で
の
審
査
を
経
て
、
受
賞
者
を
決
定
し
ま

し
た
（
受
賞
者
に
つ
い
て
は
、
当
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）。

　

各
部
門
を
代
表
し
賞
状
等
を
授
与
さ
れ

た
受
賞
者
か
ら
、
今
後
の
抱
負
な
ど
を
伺

い
ま
し
た
。

☆
治
山
事
業
の
部

　

赤
井
田
造
園
土
木
㈱

　
　

代
表
取
締
役　

赤
井
田
貴
之
様

　

・
受
賞
し
た
お
気
持
ち

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
努
力
を
評
価
さ
れ
、

認
め
て
い
た
だ
い
て
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　

・
今
後
の
抱
負

　
　
　

こ
れ
か
ら
も
無
事
故
で
、
質
の
高

い
工
事
を
完
成
し
て
い
き
た
い
で
す
。

☆
林
道
事
業
の
部

　

㈱
新
井
組

　
　

代
表
取
締
役　

新
井
博
文
様

　

・
受
賞
し
た
お
気
持
ち

　
　
　

初
め
て
の
受
賞
で
あ
り
、
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

・
今
後
の
抱
負

　
　
　

引
き
続
き
良
い
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
優
秀
工
事
監
督
者

　

㈱
矢
城
建
設　

長
谷
川
好
夫
様

　

・
受
賞
し
た
お
気
持
ち

　
　
　

今
回
初
め
て
の
受
賞
で
、
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

・
今
後
の
抱
負

　
　
　

安
全
に
気
を
つ
け
て
、
工
事
を
施

工
し
て
い
き
た
い
で
す
。

㈱新井組様への授与長谷川好夫様への授与

赤井田造園土木㈱様への授与

受賞者の方々

　

当
協
会
で
は
、
県
土
の
保
全
等
県
民
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
日
々
研
鑽

し
て
い
る
事
業
者
等
を
顕
彰
す
る
と
と
も

に
、
多
面
的
機
能
を
有
す
る
森
林
に
対
し

県
民
か
ら
深
い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
表
彰
事
業
を
続
け
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

優
良
森
林
土
木
工
事
及
び

優
秀
工
事
監
督
者
を
表
彰

公
益
社
団
法
人 

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
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田村市都路地区における
森林整備について

普及指導員通信

　県中農林事務所
林業普及指導員　飯　沼　良　弘

　一部を除き避難指示区域に指定されていた田村市都路地区においては、原発事故による放射性物質の森林
に対する影響の懸念やしいたけ原木の出荷制限から、森林整備や林業生産活動が停滞し、森林の持つ多面的
機能の低下が危惧されています。
　このため、急務である都路地区の森林再生、林業生産活動の再開について、「旧避難指示区域等における
森林・林業再生検討会」（以下「検討会」という。）において、情報の共有、課題の整理と解決策の検討、専
門的見地からの具体策の検討、事業計画・実施における連絡調整などを行いながら、森林整備に取り組んで
いますので、その内容を紹介します。
　検討会は、平成27年度に県中農林事務所が中心となり田村市、ふくしま中央森林組合、福島森林管理署、
林業研究センターを構成員として設置し、都路地区における森林整備の進め方について４回の検討を行い、

「都路地区における森林整備の進め方」と「都路地区森林・林業再生ロードマップ」（以下「ロードマップ」
という。）を作成しました。
　ロードマップでは、日本一のキノコ原木林の再生（広葉樹）と多様なニーズに対応した木材を供給できる
森林（針葉樹）を目指し、すべての民有林（4,451ha）を対象として森林再生を概ね20年で実施することと
しました。将来の目指すべき森林の姿（目標）と森林整備の基本的な施業方法が図－１、図－２のとおり示
され、田村市都路地区の森林再生に向けた関係者それぞれの思いが形となりました。

　平成27年度からはロードマップに基づく取組が開始され、ふくしま森林再生事業を活用して、地区毎の年
度別計画を具体的に作成するとともに、平成28年には30ha、平成29年には48haの森林整備を実施しています。
　平成28年度は検討会を２回実施し、低線量地域で大面積の森林所有者から森林整備への同意取得を開始し
ている事例や木材の運搬距離の短縮などをテーマに、森林整備の進め方や木材利用の課題を検討しました。
この結果、旧避難指示地域の森林整備については、森林所有者への意向確認と意欲回復へ向けた取組が極め
て重要であることが確認されました。
　平成29年度においても、課題への継続的な対応を行うため引き続き検討会を開催するとともに、ふくしま
森林再生事業の実施による支援を積極的に実施する計画です。また、木材の有効活用に向けた検討や新たな
きのこ栽培などについても関係機関と連携を図りながら取り組むこととしています。
　田村市都路地区の森林再生は、ロードマップにおける長い道のりの第一歩を踏み出したばかりですが、「日
本一のキノコ原木林の再生」という地元の熱い思いを実現するため関係者一丸となって取り組んでおり、今
後とも皆様のご支援とご協力をお願いします。

図－２図－１
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本
会
の
第
六
六
回
通
常
総
会
は
、
去
る
五

月
二
六
日
、
福
島
市
杉
妻
会
館
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

秋
元
公
夫
代
表
理
事
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
系
統
利
用
優
良
組
合
・
永
年
勤
続

役
職
員
の
表
彰
を
行
い
、
議
事
で
は
、
村
田

久
男
郡
山
市
森
林
組
合
長
を
議
長
に
選
出

し
、
全
十
一
の
議
案
が
承
認
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
二
八
年
度
は
、
森
林
組
合
系
統
運
動

方
針
「
Ｊ　

Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
森
林
・
林
業
・

山
村
未
来
創
造
運
動
～
次
代
へ
森
を
活
か
し

て
地
域
を
創
る
～
」
の
理
念
を
念
頭
に
、
中

長
期
の
新
た
な
目
標
を
策
定
し
、
事
業
量
の

確
保
拡
大
を
図
っ
た
結
果
、
年
度
末
決
算
で

は
剰
余
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

二
九
年
度
の
事
業
計
画
は
、
組
織
・
経
営

基
盤
強
化
を
図
り
、
安
定
し
た
揺
る
ぎ
な
い

体
制
の
構
築
に
努
め
る
こ
と
、
事
業
運
営
課

題
は
、
個
別
事
業
毎
に
新
た
な
視
点
か
ら
事

　

小
針　

正
廣
（
西
白
河
地
方
森
林
組
合
）

　

荒
海　

清
隆
（
西
会
津
町
森
林
組
合
）

　

松
本　

徳
男
（
双
葉
地
方
森
林
組
合
）

・
永
年
勤
続
職
員
（
勤
続
三
〇
年
以
上
）

　

武
藤
鯉
矢
子
（
福
島
県
北
森
林
組
合
）

　

坪
井　

清
吾
（
田
村
森
林
組
合
）

　

山
﨑　
　

仁
（
会
津
北
部
森
林
組
合
）

・
永
年
勤
続
職
員
（
勤
続
二
〇
年
以
上
）

　

柳
沼　

正
子
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

・
永
年
勤
続
技
術
班
員
（
勤
続
五
年
以
上
）

　

加
藤　

宏
映
（
福
島
県
北
森
林
組
合
）

　

渡
邉　

英
夫
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

圓
谷　

隆
夫
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

田
代　

雄
一
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

有
松　

秀
吉
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

三
浦　

太
治
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

渡
辺　

大
三
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

遠
藤　

勇
次
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

鎌
田　

信
一
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

佐
竹　

孝
一
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

大
原　

政
治
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

青
木　

一
典
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

村
松　

優
子
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

吉
田
ミ
イ
子
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

門
馬　

正
光
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

朝
田　

一
喜
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

吉
田　

浩
忠
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

渡
辺　

寅
一
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

二
瓶　

信
秋
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

小
幡　

実
夫
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

岸
波　

和
栄
（
東
白
川
郡
森
林
組
合
）

　

松
崎　

文
男
（
東
白
川
郡
森
林
組
合
）

　

小
野　
　

勝
（
東
白
川
郡
森
林
組
合
）

　

湯
田　

隼
人
（
只
見
町
森
林
組
合
）

　

近
藤　

重
昭
（
い
わ
き
市
森
林
組
合
）

　

結
び
に
、
会
員
組
合
な
ら
び
に
関
係
機
関

の
多
大
な
る
御
支
援
・
御
協
力
に
対
し
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、、
功
労
者

表
彰
受
賞
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

永
年
の
ご
功
労
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

第66回通常総会の
開催について

福島県森林組合

連 合 会

森連だより

業
運
営
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
ふ
く
し
ま
森
林
再
生

事
業
が
柱
と
な
る
森
林
整
備
関
連
事
業
の
円

滑
な
事
業
執
行
に
県
内
森
林
組
合
と
と
も
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
本
県
森
林
・
林
業
の

再
興
、
発
展
に
尽
力
す
る
と
同
時
に
、
急
務

と
な
る
「
ポ
ス
ト
森
林
再
生
事
業
」
の
開
拓

も
系
統
全
体
と
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

総
括
と
し
、
部
門
毎
に
設
定
し
た
基
本
方
針

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
役
員
選
任
に
お
い
て
」、
新
た

に
理
事
と
し
て
、
松
本
秀
樹
氏
（
学
識
経
験

者
）
が
選
任
さ
れ
、
総
会
後
に
招
集
さ
れ
た

第
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、
代
表
理
事
専
務

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、「
平
成
二
八
年
度
系
統
利
用
優

良
組
合
」
三
組
合
、「
功
労
者
表
彰
」
三
三

名
の
受
賞
者
の
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

表
彰
者
名
簿

「
平
成
二
八
年
度
系
統
利
用
優
良
組
合
」

　

販
売
部
門　
　
　

ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合

　

購
買
部
門　
　
　

田
村
森
林
組
合

　

森
林
保
険
部
門　

東
白
川
郡
森
林
組
合

「
功
労
者
表
彰
」

・
永
年
勤
続
役
員
（
勤
続
十
二
年
以
上
）

　

渡
辺　

泰
譽
（
田
村
森
林
組
合
）
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去
る
六
月
六
日
（
火
）
福
島
市
「
福
島

テ
ル
サ
」
に
お
い
て
、
ふ
く
し
ま
緑
の
森

づ
く
り
公
社
の
第
四
回
定
時
社
員
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
畠
利
行
理
事
長

よ
り
「
本
県
の
復
興
は
着
実
に
前
進
し
て

き
た
が
、
県
内
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
原
子
力
災
害
の
影
響
や
長
引

く
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ

の
た
め
公
社
で
は
『
緑
の
森
づ
く
り
新
生

プ
ラ
ン
』
に
基
づ
い
た
、
よ
り
効
率
的
な

森
林
整
備
や
分
収
割
合
の
見
直
し
、
間
伐

材
の
販
売
促
進
な
ど
、
更
な
る
経
営
改
善

に
努
め
な
が
ら
、
本
県
林
業
の
復
興
を
支

え
、
緑
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
け
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
仙
台
支
店
農
林
水
産
事
業
統
轄

阿
部
司
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
川

俣
町
の
佐
藤
金
正
町
長
を
議
長
に
選
出
し

て
議
事
に
入
り
、
平
成
二
八
年
度
の
事
業

報
告
及
び
決
算
の
承
認
、
平
成
二
九
年
度

の
賦
課
金
の
徴
収
、
役
員
の
選
任
な
ど
合

計
四
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
年
度
の
主
な
事
業
実
績
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
「
効
率
的
な
森
林
整
備
と
森
林
再
生

へ
の
取
組
」
に
つ
い
て
は
、
利
用
間
伐
を

中
心
と
し
た
施
業
の
重
点
化
を
図
り
、「
ふ

く
し
ま
森
林
再
生
事
業
」
も
活
用
し
て
市

町
村
等
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
周
辺
造

林
地
の
中
核
と
な
っ
て
効
果
的
な
森
林
の

再
生
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
②
「
木
材
生

産
販
売
対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
路

網
の
整
備
に
よ
り
搬
出
コ
ス
ト
の
低
減
を

図
る
と
と
も
に
、
木
材
需
要
情
報
の
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
計
画
的
に
木
材
を
生
産

し
、
木
材
市
場
で
の
委
託
販
売
や
山
土
場

で
の
販
売
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
販
売
額
は
前
年
度
を
上
回
り
、
約

五
、
六
五
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
③

「
分
収
造
林
契
約
変
更
の
推
進
」
に
つ
い

て
は
、「
分
収
割
合
の
変
更
」
は
進
捗
率

が
六
六
・
〇
㌫
に
留
ま
っ
た
も
の
の
、「
契

約
期
間
の
延
長
」
の
進
捗
率
は
八
六
・
〇

㌫
と
な
り
ま
し
た
。
④
「
普
及
・
啓
発
活

動
の
展
開
」
に
つ
い
て
は
、
林
業
担
い
手

等
の
育
成
及
び
確
保
の
支
援
を
図
る
た

め
、
林
業
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
当
公
社
の
造
林
地
を
活
用
し
た

現
地
研
修
会
等
を
開
催
し
、
施
業
技
術
等

第４回
定時社員総会を

開催

公社だより

公益社団法人
ふくしま緑の森づくり公社

の
習
得
や
向
上
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
二
九
年
度
は
、
保
育
事
業
で
は
間

伐
を
中
心
に
七
一
四
㌶
の
森
林
の
整
備
や

一
三
、
〇
〇
〇
㍍
の
作
業
路
開
設
・
補
修

な
ど
約
三
億
九
、
五
〇
〇
万
円
の
事
業
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
引
き
続
き
関
係
団

体
等
と
の
連
携
の
も
と
健
全
な
森
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
と

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

公社造林地の施業状況

定時総会の様子
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「
自
然
に
親
し
む
」
福
島
県
の
巨
樹
・
名
木
　
― 

28 

―

樹
木
医
　
鈴
　
木
　
俊
　
行

如
法
寺
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ

　
「
如
法
寺
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
」
は
、
耶
麻

郡
西
会
津
町
野
沢
字
如
法
寺
地
内
の
如
法

寺
境
内
に
生
育
し
て
い
る
。
生
育
地
の
如

法
寺
へ
は
、
磐
越
自
動
車
道
西
会
津
Ｉ
Ｃ

か
ら
国
道
四
九
号
線
を
経
由
し
、
大
久
保

の
交
差
点
か
ら
県
道
三
三
九
号
を
大
山
祇

神
社
方
面
へ
向
い
約
二
・
五
㌔
㍍
の
場
所

に
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
野
沢
駅
か
ら
は

南
へ
約
二
・
五
㌔
㍍
の
場
所
に
あ
る
。

　

生
育
地
は
、
駐
車
場
か
ら
県
指
定
重
要

文
化
財
の
仁
王
門

を
く
ぐ
り
観
音
堂

へ
の
参
道
を
進
む

と
す
ぐ
向
っ
て
左

手
に
立
っ
て
い

る
。
地
形
は
平
坦

で
、
周
辺
は
ス
ギ

に
囲
ま
れ
競
い
合

う
か
の
よ
う
に
天

に
向
っ
て
伸
び
て

い
る
。

　

コ
ウ
ヨ
ウ
マ
キ

の
生
育
し
て
い
る

金
剛
山
如
法
寺
は
平
安
時
代
の
大
同
二
年

（
八
〇
七
）
に
、
徳
一
大
師
が
開
創
さ
れ
、

ご
本
尊
の
聖
観
音
菩
薩
の
胎
内
に
「
鳥
追

観
音
」
を
入
仏
秘
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
真

言
宗
室
生
寺
派
の
古
刹
で
あ
る
。
ま
た
、

如
法
寺
開
創
以
前
の
天
平
八
年
（
七
三
六
）

に
僧
行
基
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
鳥
獣
害
に

悩
む
農
夫
に
鳥
追
観
音
の
尊
像
を
授
け
た

こ
と
に
よ
り
、
豊
作
に
な
り
幸
福
に
暮
ら

せ
た
の
で
、
人
々
は
「
鳥
追
観
音
」
と
し

て
信
仰
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

身
代
り
な
で
仏
の
金
剛
力
士
像
を
な
で
て

祈
願
す
れ
ば
、
こ
ろ
り
と
大
往
生
が
叶
う

と
い
う
の
で
「
こ
ろ
り
観
音
」
と
尊
称
さ

れ
る
。
如
法
寺
と
言
う
よ
り
は
「
鳥
追
観

音
」「
こ
ろ
り
観
音
」
の
名
の
方
が
馴
染
み

が
深
い
お
寺
で
、
会
津
こ
ろ
り
三
観
音
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
コ
ウ
ヤ
マ
キ

は
徳
一
大
師
が
如
法
寺
を
開
創
し
た
時
に
、

西
会
津
町
安
座
、
堀
越
地
区
周
辺
に
あ
る

群
生
地
か
ら
運
び
植
え
た
と
伝
え
ら
れ
、

樹
齢
は
一
二
〇
〇
年
と
言
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
十
二
月
二
七

日
に
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

　

コ
ウ
ヤ
マ
キ（Sciadopitys verticillata

）

は
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
科
コ
ウ
ヤ
マ
キ
属
の
常

緑
針
葉
樹
の
高
木
で
あ
る
。
コ
ウ
ヤ
マ
キ

は
一
科
一
属
の
日
本
固
有
種
で
、
本
州
の

福
島
県
以
南
か
ら
四
国
、
九
州
（
宮
崎
県

ま
で
）
の
山
地
に
自
生
し
て
い
る
。
前
述

し
た
西
会
津
町
安
座
、
堀
越
地
区
に
群
生

す
る
コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
、
自
生
地
の
北
限
と

い
わ
れ
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
。

コ
ウ
ヤ
マ
キ
は

公
園
や
庭
木
と

し
て
植
栽
さ
れ

る
こ
と
も
多

く
、
名
前
は
和

歌
山
県
の
高
野

山
に
多
い
こ
と

や
、
高
野
山
で

仏
に
供
え
る
花
の
代
用
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
。

材
は
丈
夫
で
朽
ち
に
く
く
、
水
に
強
い
な

ど
の
特
性
が
あ
り
、
古
代
か
ら
高
級
な
棺

や
水
桶
、
橋
杭
な
ど
の
材
料
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。
コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
秋
篠
宮
家
の

悠
仁
親
王
の
お
印
で
も
あ
る
。

　

形
状
寸
法
は
、
樹
高
二
八
・
〇
〇
㍍
、

幹
周
五
・
一
〇
㍍
、
根
元
周
一
二
・
一
〇

㍍
で
コ
ウ
ヤ
マ
キ
と
し
て
は
東
北
最
大
の

稀
に
見
る
巨
木
で
あ
る
。
主
幹
は
昭
和
三

六
年
の
第
二
室
戸
台
風
で
損
傷
し
腐
朽
が

著
し
い
ほ
か
、
雪
や
風
等
に
よ
る
枝
折
れ

や
枝
枯
れ
が
多
い
。
枝
張
り
は
東
四
・
〇

〇
㍍
、
西
四
・
二
〇
㍍
、
南
六
・
三
〇
㍍
、

北
三
・
五
〇
㍍
と
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
枝
は

頂
部
だ
け
に
繁
茂
し
て
い
る
。

　

コ
ウ
ヤ
マ
キ
の
巨
木
の
姿
は
や
や
痛
々

し
い
が
、
一
二
〇
〇
年
生
き
て
き
た
歴
史

と
力
強
い
生
命
力
、
そ
し
て
、
巨
木
が
も

つ
パ
ワ
ー
を
全
身
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
ご
利
益
が
あ
る
は
ず
で
す
。
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銘
柄
数
日
本
一
と
な
っ
た
福
島
県
で
す
が
、

二
二
銘
柄
の
内
十
三
銘
柄
が
会
津
地
方
。

十
年
連
続
受
賞
の
南
会
津
の
「
國
権
」
を

は
じ
め
、
地
元
会
津
美
里
町
の
「
萬
代
芳
」

な
ど
、
大
好
き
な
銘
柄
ば
か
り
。
ま
す
ま

す
、
お
酒
が
進
み
ま
す
。

　

酒
の
材
料
と
言
え
ば
米
、そ
し
て
「
水
」。

会
津
盆
地
西
部
に
は
扇
状
地
が
あ
り
、
扇

端
で
は
湧
水
も
見
ら
れ
ま
す
。
私
の
実
家

（
会
津
美
里
町
）
の
敷
地
に
も
半
世
紀
前

に
は
湧
水
が
あ
り
、「
紙
漉
き
」
が
集
落
の

産
業
と
し
て
町
史
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
酒
と
言
え
ば
酒
の
肴
。「
鰊
の

山
椒
漬
け
」「
ボ
ウ
タ
ラ
煮
」
な
ど
独
特
の

料
理
が
あ
り
ま
す
の
で
、
会
津
に
来
て
日

本
一
の
お
酒
と
と
も
に
召
し
上
が
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

山
好
き
、
酒

好
き
の
聖
地
と

も
い
え
る
会

津
。
骨
の
髄
ま

で
山
の
恵
み
に

浸
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
会
津

の
山
が
あ
な
た

の
人
生
観
を
変

え
る
…
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

三
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
六
三
立
方
㍍
増
（
前
年

比
一
一
㌫
増
）
の
三
一
、
七
三
一
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
三
㌫
減
（
前
年
比
六
㌫
増
）
の
三
〇
、
七
九
九
立

方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

四
月
の
価
格
は
弱
気
配
と
な
っ
て
い
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（４月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ 　（ 0～ 0）  7（ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 　（ 0～ 0）  8（ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 　（ 0～ 0） 10（ 9～11） 0

「
あ
い
づ
東
西
南
北
」

～
　会
津
の
山
の
恵
み
　～
　
　

　

会
津
地
方
に
は
東
北
地
方
最
高
峰
の
燧

ケ
岳
を
は
じ
め
、
磐
梯
山
、
会
津
駒
ヶ
岳

な
ど
、
日
本
百
名
山
七
座
が
あ
り
、
各
地

で
開
催
さ
れ
る
山
開
き
は
人
気
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
会
津
の
山
開
き
の
お
楽
し
み
ポ

イ
ン
ト
は
何
と
言
っ
て
も
「
残
雪
」。
五
月

の
黒
森
山
（
喜
多
方
市
）
は
、
標
高
九
一

七
㍍
と
初
心
者
向
き
で
あ
り
な
が
ら
、
ブ

ナ
の
芽
吹
き
を
見
な
が
ら
雪
を
踏
み
し
め

る
登
山
は
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
も
の
で

す
。

　

残
雪
と
言
え
ば
「
飯
豊
山
」。
万
年
雪

の
頂
は
懐
が
深
く
、
私
も
こ
の
十
年
間
余
、

何
度
も
登
頂
断
念
し
た
の
で
す
が
、
昨
年
、

山
仲
間
に
連
れ
ら
れ
、
山
頂
に
た
ど
り
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
幸
運

に
も
「
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
」
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
（
写
真
）。

　

ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
っ
て
ご
存
知
で
す
か

（
詳
細
は
ｗ
ｅ
ｂ
で
）。
大
気
光
学
現
象
の

一
つ
な
の
で
す
が
、
眼
下
に
は
雲
海
が
棚

引
く
頂
で
、
目
前
の
自
分
の
影
の
周
り
に

は
七
色
の
光
輪
が
鮮
や
か
に
見
え
ま
し
た
。

山
好
き
の
方
は
是
非
と
も
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
山
頂
か
ら
の
景
色
だ
け
で
な

く
、
満
天
の
星
空
を
肴
に
飲
む
お
酒
も
最

高
で
す
よ
。

　

酒
と
言
え
ば
、
全
国
新
酒
品
評
会
金
賞

高
　
畑
　
　
　
純

会
津
農
林
事
務
所

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県 平 均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一

般

用

材

小
 5～9

4.00
並

ス　ギ
 9（ 8～10） 0 　（ 0～ 0）  9（ 8～ 9） 0  9（ 8～10） 0

10～14 並 12（12～12） 0 10（10～10） 2 11（11～12） 0 11（10～12） 0

中

14～22

3.00
並 ス　ギ 12（11～13） 0 　（ 0～ 0） 10（ 9～12） △1 11（ 9～13） △1

並 ヒノキ 18（12～24） 3 　（ 0～ 0） 15（15～15） 0 16（12～24） 1

6.00
並 ス　ギ 16（15～17） 0 10（10～10） 0 17（17～17） 2 15（10～17） 0

並 ヒノキ 29（24～34） 1 　（ 0～ 0） 19（15～24） 0 24（15～34） 0

20～28

3.65 並
ス　ギ

11（11～12） △1 10（10～10） 0 12（12～12） 0 11（10～12） 0

4.00 並 11（11～13） △1 11（11～11） 3 12（12～12） 0 12（11～13） 1

4.00 並
アカマツ

 8（ 7～11） △1 　（ 0～ 0）  9（ 8～10） 0  9（ 7～11） 0

1.80 並  8（ 5～10） 2 　（ 0～ 0）  7（ 6～ 7） 0  7（ 5～10） 1

外
材

米
材
（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 28（28～28） 0 28（28～28） 0

並 米マツ 32（32～32） 0 　（ 0～ 0） 29（28～29） 0 30（28～32） 0
北
洋
材
（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 28（27～28） 0 28（27～28） 0

4.00
並 アカマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 33（25～40） △1 33（25～40） △1

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 26（25～27） 0 26（25～27） 0

パルプ
用材

並 マ　ツ  6（ 6～ 6） 0 　（ 0～ 0）  5（ 5～ 5） 0  6（ 5～ 6） 0

並 広葉樹  9（ 9～ 9） 0 　（ 0～ 0）  6（ 6～ 6） 0  8（ 6～ 9） 0
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お知らせコーナー
第14回ふくしま森林・

林業写真コンクール　作品募集
～特別賞に高校生以下の部を設けました～

　森林の大切さとそれを支える林業の重要性につい
て広く認識していただくため、森林・木材との関わ
りや森林整備作業などをテーマにした作品を募集し
ています。
１．テ ー マ
　　下刈・間伐等の森林整備作業、木材の利用、特

用林産物（炭焼き、きのこ栽培、漆等）、里山風景、
森林レクリエーションなど福島県内の森林・林業
に関するもの

２．応募資格
　　アマチュアで、作品は福島県内で撮影した自作

の未発表の作品
３．作　　品
　　カラープリント、四ツ切・ワイド四ツ切（デジタル可）
４．応募締切
　　平成29年９月15日（金）（当日消印有効）
５．お問い合わせ先
　　公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会
　　（TEL 024－521－3245）

2017一語一絵　みどりの文
作品募集

～庭にはひとつの物語といちまいの絵があります～

　「美しい緑と安らぎの空間づくり」を目指している
（一社）福島県造園建設業協会では、世代を越えて共
有できる庭と緑への想いをテーマとした作品を募集
しています。
１．部　　門
　⑴　手紙・エッセイ部門
　　　600字以内（句読点を含む。）、様式は自由（原

稿用紙・便箋等）
　⑵　絵手紙部門
　　　私製はがき（107㎜×154㎜以内。通常はがき

サイズ）、官製はがきでご応募ください。
　⑶　フォト部門
　　　写真（６ッ切りサイズ）、写メール（データを

メールで送信）
２．応募締切
　　平成29年８月28日（月）（当日消印有効）
３　お問い合わせ先
　　一般社団法人福島県造園建設業協会
　　（TEL 024－593－0039）

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

はなしの
ひろば

日
本
庭
園
が
財
と
な
る

表紙の写真

「星空の下に咲く」
　第31回ふくしま緑の写真コン
クール特選
受賞者　田中瞭好さん（郡山市）
撮影場所：本宮市

　

平
成
二
四
年
七
月
、
英
国
に
「
福
島
庭
園
」
が
開
園
し
た
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震

災
で
の
英
国
民
へ
の
感
謝
を
伝
え
た
い
と
、
ホ
ー
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
に
開
園
し
た
日
本
庭

園
で
あ
る
。
こ
の
「
福
島
庭
園
」
入
口
は
、
地
面
か
ら
生
ま
れ
出
て
き
た
と
す
る
三
つ

の
ソ
ウ
ル
ス
ト
ー
ン
で
守
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
決
し
て
諦
め
な
い
」
と
い
う
象
徴
。

歩
道
（
露
地
）
は
石
で
、
河
原
を
歩
い
て
い
る
感
覚
を
。
山
道
に
は
、
福
島
の
白
い
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
、
春
に
は
桜
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
歩
道
の
頂
上
に
は
「
東
日
本
大
震

災
の
時
に
、
英
国
の
人
々
が
時
を
お
か
ず
示
さ
れ
た
対
応
に
、
深
く
感
動
い
た
し
ま
し

た
。」
と
い
う
天
皇
陛
下
の
石
碑
。
そ
の
他
に
も
枯
滝
、
築
山
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
作

庭
し
た
の
は
、
北
山
安
夫
氏
（
京
都
・
北
山
造
園
代
表
）。
氏
は
、
東
北
の
方
々
と
悲
し

み
や
痛
み
を
共
有
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
を
、
室
町
時
代
に
一
例
だ
け
あ
る

渦
巻
石
組
で
表
現
し
た
。
こ
の
石
組
の
特
徴
は
、
三
六
〇
度
正
面
で
あ
る
こ
と
。
中
心

に
据
え
て
い
る
景
石
三
石
は
中
心
が
釈
迦
如
来
、
左
右
が
文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
の
三

尊
石
組
で
あ
る
。
福
島
県
民
の
思
い
が
い
つ
ま
で
も
こ
の
庭
園
に
生
き
続
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
と
云
う
。

　

日
本
庭
園
は
、
緑
層
の
変
化
を
「
色
」
と
し
、
石
を
も
っ
て
流
れ
と
す
る
。
そ
の
簡

素
美
を
も
つ
日
本
庭
園
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
自
然
に
心
が
整
っ
て
い
く
。
更
に
、
今

年
十
月
本
宮
市
に
は
「
英
国
庭
園
」
が
開
園
す
る
。
市
は
、
七
月
二
〇
日
に
「
福
島
庭
園
」

と
姉
妹
協
定
を
締
結
す
る
運
び
。
ど
ち
ら
の
庭
園
に
も
実
に
多
く
の
人
々
が
心
と
伝
統

的
な
技
を
寄
せ
合
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
福
島
庭
園
」
開
園
に
力
を
尽
く
し
た
バ
リ
ー
・
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
さ

ん
（
元
ホ
ー
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
園
長
）
は
講
演
会
の
最
後
に
こ
う
結
ん
だ
。「
決
し
て
あ
き

ら
め
な
い
福
島
の
す
べ
て
の
勇
敢
な
人
々
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。」
い
よ
い
よ
福
島
県
人

の
心
の
復
興
が
音
を
た
て
て
き
た
よ
う
だ
。�
（
都
）



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5
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本社　〒103－0016　東京都中央区日本橋小網町１番８号　　TEL.03-6837-9422　FAX.03-6837-9423

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

住化グリーン株式会社

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

ヤマビル対策に
マリックスター（駆除剤）

タケを駆除する
クロレートS

くん蒸用生分解性シート

クロレートS粒剤

竹・ササの防除に

打ち込み上手

アメシロなどの
害虫防除殺虫剤

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

水冷ディーゼル
967634301
￥3,580,000（税抜）

SR3100
竹もOK!

出力　18.4kW（質量1,330㎏）

最大処理径

200㎜

ZHM1550
出力　27.5kW（質量1600㎏）

967081901
￥5,860,000（税抜）

ZHM800
出力　7.4kW（質量230㎏）

967088901
￥748,000（税抜）

 チッパシュレッダ 　ハンマナイフモア
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四
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郵
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可

平
成
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十
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七
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一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）


